
開所式典
平成１８年４月２１日（金）　１０時～

栃木県下都賀郡藤岡町大字大田和地先（国道５０号沿い）

オープン

○「防災」
災害体験・・・・・・・・「地震」、「降雨」、「自然災害」の体験ができます！
パネル＆クイズ・・・・『防災』、『災害』をテーマにパネル展とクイズを行います！

○「地域」
ステージイベント・・・・・・・・・・藤岡町やその周辺で活動する団体が演奏や踊りを披露します！
無料配布・・・・・・・・・・・・・・・豚汁やおにぎり、その他新鮮野菜などの無料配布を行います！

【産地形成促進施設関連】
○藤岡町　道の駅「みかも」

栃木県下都賀郡藤岡町大字大田和６７８番地
０２８２－６２－０９９０

【上記以外】
○国土交通省　宇都宮国道事務所

栃木県宇都宮市平松町５０４
０２８－６３８－２１８５

国道５０号で初めての道の駅『みかも』

４月２１日（金）１０時３０分　オープン!!

とち ぎ けん しも つ が ぐん ふじ おか まち おお あざ おお だ わ

きくち　　　かずみ

Ｔ　Ｅ　Ｌ

所　　　　　長

副　　所　　長

管理第二課長
住　　所

～　記者発表資料　～

□日時　

『藤岡町のシンボル三毳山』

『レクリエーション拠点』

産地形成促進施設は、日本の農村で見ら
れる曲屋をモチーフに、屋根は三毳山をイ
メージした木造建築で、どことなく、むかしな
つかしいほっとした建物です。

周辺には、「県営みかも山公園」、「渡良瀬
遊水池」や「いわふねフルーツパーク」など
のレクリエーション施設や多くの遺跡があり
ます。道の駅『みかも』を中心に散策してみ
ては如何でしょうか？

『おいしいおもてなし！』
果物みたいな『フルーツトマト』や、おいしい
アイス、饅頭に使われている『紫イモ』は、全
て藤岡町で栽培されています。

□場所

住　　所
山崎　政行

やまざき　  まさゆき

□１０時３０分より、道の駅「みかも」がオープンします！
オープンを記念して「防災」、「地域」をテーマにイベントを開催します！

Ｔ　Ｅ　Ｌ

平成１８年　４月１９日

記者発表クラブ
栃木県政記者クラブ

お問い合わせ先

戸倉　健司

菊地　一美

とぐら　　　けんじ

みかもやま



　

道の駅整備事業

栃木県下都賀郡藤岡町大字大田和地先

平成１５年度

（国・藤岡町）

Ｃ＝約１６億

平成１８年４月２１日（金）

供　用

一般国道５０号　道の駅『みかも』
１．概要

２．計画概要

全体事業費

平面図

事業着手年度

所　在　地

事業内容

　 藤岡町は、万葉の文化をしのぶ三毳山と多くの遺跡があり歴史的遺産にめぐまれた地域で
あり、町の北部を東西に横断する国道５０号と東北自動車道が接続する佐野藤岡ＩＣに隣接す
るなど、交通の要衝として物流に重要な役割を担う地域であります。
　 道の駅「みかも」は、地域振興の有効な施策として、また、ドライバーが安心して休憩のできる
場所として整備を進めてきました。とくに平成１６年１０月の新潟県中越地震で「道の駅」が防災
拠点として重要な役割を果たしたことから、防災拠点として機能の充実を図りました。 道の駅
「みかも」は、平成１５年度より事業に着手し１８年４月２１日（金）にオープンすることになりまし
た。
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道の駅『みかも』

佐野藤岡ＩＣ

栃木県

位　置　図

平　面　図

ｲﾍﾞﾝﾄ広場

調整池

情報交流施設・ﾄｲﾚ
産地形成促進施設施

給水ﾀﾝｸ（飲料用）

地下貯水槽（ﾄｲﾚ用） 未着工箇所

非常用電源装置

至　前橋

道の駅範囲
道路区域範囲（国土交通省施工）
未施工箇所

至 水戸

国道５０号

・農産物直売所
・農産物加工室
・レストラン
・物産館 未着工箇所



○

大型車
（一部未着工） 小型車

身障者用

男性用 大
小

女性用
身障者用

○

○

○

○ 三毳山を眺めくつろぎの空間の中でお食事が出来ます。
○ 商工会を中心とした多彩な品揃え、軽食も提供します。

○ 避難所 ・ 一次避難場所としてスペースを提供します。
・ トイレ、飲料水等を提供します。

○ 物資等の集配・分配拠点
・

○
・

○
・

○

・果物間隔で食べられる「フルーツトマト」や栗のようにホ
クホクしたサツマイモ『べにあずま』がおすすめ！

　１器 計　　２５器

お出かけの際に役に立つ道路情報や地域の情報をはじめとする様々な
情報が入手できます！

１６台
８７台 計　１０６台

　１台

２台

　８器
１２器

【駐　車　場】

１台

休憩施設
３．施設概要

情報交流施設

【情報端末機】

２４時間安心して利用できます！

【公衆電話】

【ト　イ　レ】 　４器

【大型ディスプレイ】

　３台 ※完成時 計　１２５台

産地形成促進施設

防災拠点の役割

今後、関係機関と調整を行いさらなる防災拠点としての機能（ハード・ソ
フト）を充実を図ります。

農産物直売所　　地元産の新鮮な朝採り野菜が並びます。

農産物加工室

紫イモを使ったジェラードは特に美味しいです。

情報発信

・菓子加工室

・アイスクリーム加工室

藤岡町の女性ｸﾞﾙｰﾌﾟがお菓子やアイスの加
工・製造を行います。

首都圏被災時の北からの支援物資の中継基地としての
役割をにないます。

道路の規制状況や被災状況の情報を発信します。
首都圏被災時の支援拠点

レストラン
物産館

運ばれてきた救援物資を集約し、みかも周辺の被災地
各所に分配します。

○非常用電源装置

※非常用電源装置のイメージ図

○給水タンク（飲料用）

大型モニター
掲示板

情報端末機

○情報提供施設

道路の規制、状況、被災地の状況等の提供

○貯水槽（トイレ用）

トイレの耐震性確保

○トイレ

電力の確保 水の確保（飲料
用）

水の確保（トイレ
用）

※地中に設置

駐車場

※一部未着手の部分も含め仮設テント等の設置状況はイメージで描いています。




